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1．はじめに 

 中原は，「職場における業務は特定の優秀層に

集中する」[1]と述べた．香川大学は出退勤記録シ
ステム「KadaKintai/カダキンタイ」を開発した

[2]．カダキンタイが有する「勤務データ可視化機

能」は，勤務に関するデータを可視化することが
できるが，香川大学でも残業が特定の職員に集中

していることが報告され，中原らが述べた「特定

の職員に業務が集中している」実態が明らかとな

った. 
 香川大学は，業務改善のアイデア創出を目的と

した業務改善アイデアソンを実施した[3]．業務

改善アイデアソンでは，組織内のコミュニケーシ
ョン不足などから業務が属人化されてしまう課

題に着目し，お互いの業務を共有したり，業務の

課題を職員間で共有することで課題解決を促し
たりするアイデアが多数生成された．業務改善ア

イデアソン後に実施されたインタビュー調査で

も「周囲の職員の業務状況が共有されていない」，
「手助けをお願いしたくても，頼みにくい」とい

った意見が寄せられ，職場内で業務の共有や共助

を促す環境づくりが重要であるとの指摘がなさ

れた． 
本研究では，職員間のインタラクションにより

業 務 の 共 有 / 共 助 を 支 援 す る シ ス テ ム

「KadaTicket/カダチケット」（以下，カダチケッ
トとよぶ）を提案する.本論文ではカダチケット

の概要について述べる． 

 
2．カダチケットの概要 

 ユーザの体験である UX（User Experience）を

意識したサービスやシステムをデザインしてい

く手法である UXD（User Experience Design）が
注目されている．カダチケットは，UXD を実現す

る手段として注目されているゲーミフィケ―シ

ョン[4]を適用し開発する．ゲーミフィケ―ショ

ンとは，ゲームデザインやゲームの原則をゲーム
以外に応用する活動を指す．ゲーミフィケ―ショ

ンのソーシャルアクションは，他のユーザとの協

力や競争，自己表現，コミュニケーションといっ

たインタラクションを発生させ，サービスやシス
テム利用の動機付けを促す仕組みの実現を目指

すものである．ゲーミフィケ―ションの可視化要

素は，現在の状況と進捗状況を可視化し，目標達
成の実現を目指すものである．カダチケットでは，

ゲーミフィケ―ションのソーシャルアクション

及び可視化要素に基づき，職員間にインタラクシ
ョンを発生させ，「職場の仲間を助けたくなる」，

「気兼ねなく助けを求めることができる」などシ

ステム利用の動機付けを促す．  
カダチケットは，Microsoft 社の提供する

Microsoft Power Platform[5]を導入して開発さ

れた．Microsoft Power Platform は，Microsoft 

Power Apps ， Microsoft Power Automate ，
Microsoft Power BI，Microsoft Power Pages，

Microsoft Power Virtual Agents の 5 種類のサ

ービスから構成される．本研究では，Microsoft 
Power Automate，Microsoft Power Appsを用いて

Microsoft SharePoint, Microsoft Power BIを連

携させることにより開発される． 
図１は，カダチケットの概要を示している．カ

ダチケットは，「カダチケットアプリケーション」

と「カダチケット DB」から構成される．「カダチ
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図 1 カダチケットの概要 
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ケットアプリケーション」は，「業務登録・表示
機能」，「ヘルプ申請・表示機能」，「リアクシ

ョン申請・表示機能」を有する．「カダチケット

DB」は，「業務情報リスト」，「ヘルプ情報リス
ト」から構成される．図 2は「業務登録・表示機

能」によって登録された職員の本日の業務を示し

ている．実証実験の対象としている香川大学情報

メディアセンターに勤務する職員へのヒアリン
グ調査から，職員が実施している業務を「会議」，

「対応業務」，「システム開発」，「その他」の

４種類に分類し，それを色分けして可視化するこ
とで，それぞれの職員が「いまどのような業務に

取り組んでいるのを」を職員間で共有する．また，

職員に本日の業務実績を入力する機能も有して
おり，登録された業務実績はカダチケット DB に

記録する．「ヘルプ申請・表示機能」は利用者が

業務中発生した困り事を登録し，共有する機能で

ある．「リアクション申請・表示機能」は，共有
された本日の業務やヘルプ申請に対して他の職

員がリアクションや「がんばってね！」などのコ

メントを表示する機能である．図３は，Microsoft 
SharePointで実施された「業務情報リスト」を示

している．「業務情報リスト」には「職員の名前」，

「業務内容」，「業務分類」，「業務開始時間」，
「業務終了時間」，「リアクション情報」などの

データが蓄積される．「ヘルプ情報リスト」には，

「申請者の名前」，「申請内容」，「ヘルプ受諾
者の名前」，「リアクション情報」などのデータ

が蓄積される． 

 

3．まとめ 

 本研究では，職員間のインタラクションによる

業 務 の 共 有 / 共 助 を 支 援 す る シ ス テ ム
「KadaTicket/カダチケット」の開発について述

べた．カダチケットは，日々の業務と業務中に発

生した困り事を共有し，それらに対するリアクシ
ョンによって職場内のより良い環境づくりを促

すためのシステムである．現在，香川大学で実証

実験を実施すべく検討をすすめている． 
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図 2 業務登録・表示機能の画面 

図 3 Microsoft SharePointで実装された業務
情報リスト 
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